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東亜天文協會，天文同好會

犀

ステートノン1・

　わが．天文同好曾嘩92碑のiy（に創立されたもので・當初の目白勺は・天文學

の了解を進め，共の興味を樂しみ，かねて會員枳互の親曄を間るにあった．

此の目的は可なり廣く，．且つ，徹底的に達したわけで，今日の如く，全國に

普ねく天文熱が行きわたり，星のフアンが津々浦々にまで見出されるに至っ

たのは，わが會のカが大に有効に働らいた結果と思ふのであるが，しかし，

わが曾の進展し行く一面に於V・て，二二申には，翠に既成の天文知識を其の

まN樂しむのみに飽き足らす，更に奮って新知識の開拓と，純學究的な研究

乃至槻測に着目し實行ずる人々も多く輩出するに至り，會は，實質に於いて，

創立當初の目的以上に叢溶すろこと曳なったのは，むしろ之れ自然の勢と言

ふべきか，實に丁子として止むに止まれない傾向であると言ぱなければなら
ぬ．

　此の故を以って，敏f繭iより，會貝の一部には，會則¢）痩改や，趣織の楚

夏，乃至，西名の改正等が寄り寄り議せられ，着々として新形式の生れんこ

とを期平してみたのであった．そして，遽に去る1932年．．ヒ月の評議創こ於い

て，甲掛の改正を決議し，共の後，十月中旬の絡會に於いて，町名の改正

と．1ρ」ほ∠れに關連して必要なる會則の攣夏を決定し，來る1933年々頭から

閉れを用みることSなった．只，しかし長い年來の親しみ棄て難いものある

を思ひ，国分のうちは難名を用みるも差支へ叩きことが認められてみるので

ある．

Coatents　of　The　HEAVEN　S　No．　141　〈Janixary，　1933）
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會計係よリ

會費未彿込の方は何卒早速に御願致しま

す佛込用紙は十二月號に封入してありま

すかちそれを御利用下さい

詳細は十二月誌上で御知らせ致しました

念の爲め・會費は年額参圓です

美しい天交工・・ガキ

天文同好會磯回

第1集 花山天女峯のモダン二二

本館の偉容　表：玄關　子午線館あたり

第2集 花山天女蔓の尖端的な観測設備

クックの望遠鏡　カルゾ1の大反射鏡90粍の子午儀

第5集 いろいろの天竈窟眞

スマトラの日食　二十日の月　土星の美姿

各集の償それぞれ金10鍍　（途料三組迄二鎮）

』

天文鴇眞エハガキ　（精細な説明書付き）

十赦一組金30鎮　（途料共）

登　行　　京　都帝　國　大　學　内

東　亜　天　丈　協　魯
〔振替大阪56765〕
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會員諸氏に訴ふ！！

本會の健全なる四達のため，是非，各員ガー名つつ

の（或は其れ以上の）新會員を御勘誘ありたし

附録の別紙入會申込書を

一枚も鯨さず，御利用あらんこごを願ふ

申込書不足ならば，いくらでも進呈します．

　　　東亜天文乱読
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切　リ　取　り　線

　　　御大典。己念京都博覧會多同門受領

　　　顧問　山本一清博士
　　　指導故中村　　嚢先生

天膿望遠鏡機械部製，造
　　　　　　　　圭要なる工作
1．反射1喜鏡7．5センチより25センチに至る経緯章及び赤道儀の

　　凡ゆる種類．
2．反射望遠鏡の諸部分品，約50種．
3．屈折望湛鏡高級品の組立て．
4．赤道俄坂作．
5．時計仕掛つき高級反射及び屈折赤道儀20．ピンチまで．
6．屈折反射望遠鏡の手入れ及び修理．
7．望遠跡に關する一般の工作．
8．凹面「v』及びZF面鏡鍍銀．

9．天文仁川ド1ム．
　蛍所は自家に於て製造する機械工揚でありますから御希望の機械
工作が出町ます．
　當所製晶については一切の誇大なる廣告は致しませんが，詳細に
つV・ては直接御問合せ下さい．
　　　　　　　　　　（カタログ進暴）

　　　　　　京都市川端荒神口上ノレ

　　　　　西　村　製　作　所
　　　　　　〔電工舌E3187〕〔振替穴阪83524〕
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東亜天文協會
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大正九年（1920年）創立，昭和七年（1932年）吹名

山　本　一　清（京都市上京匝梨ノ木町）　〔電話上5098〕

水野子里（岡凄市門田2工）〔關西中學電話H82〕

池田政晴（京都市左京匪岡崎黒谷町11）
竹田薪一郎（大阪府北河内郡香里）〔電話寝屋川41〕

稻　葉　逼　義（京都帝國大學花山天文肇）〔電話上6165〕

八木敬一（京都帝國大組天丈學教室）〔自宅電話下δ43〕

京都帝國大畠理學部天文學教室　〔電話上980／222〕

岡山縣倉敷市〔電話35〕一士一雨毫長〔電話75〕

東亜天文協’會規則（昭和7年10N　15日吹正）

第一條　此ノ會ヲ東亜天文協會ト云フ　但シ當分ノ内山聯名天文同好會ノ名ヲ使

　用スルモ妨ゲ・・無イ

第二條　此ノ會ハ天文學ノ研究登達及ビ其ノ了解ヲ進メ兼ネテ区員相互ノ親睦ヲ

　」曾スノが目的デアル

第三條本部ヲ京都随意大毒花山天文垂頚二目ク　ヌ．會員密集ノ地』・ハ支部ヲ置

　キ別二野メテアル支部規約二準披スル

第四條此ノ下墨其ノ目的ヲ達スル爲メ次ノ事業ヲ行フ

　一・講演（例會毎月一一回，総會年一回，其他臨時會）

　二．講習（各地デ臨時副署ク）

　三・雑誌圖書ノ馬蝉（雑誌ハ毎刀會員＝無代配布，圖書・・随時）

　四．研究見學及ビ實地観測（本尊二観測部ヲ置キ　別記ノ規約二依ル）

　五．天文塁ノ輕螢（會員＝ノ、特槽ガアル）

第五條　此ノ會ノ目的二賛スルモノノ・誰デモ入會が出來ル（申込ノ際ハ住所職業

　生年ヲ記入セラレタイ・）會費・・毎暦年度畠ツキ前納金参議トスル・但シ申途λ

　會ノ場合ノ・月参拾鎮ノ割デ年末マヂ前納ノ事．叉，退會ノ場合ハ其旨申出～レ：事

第六際　本會ノ経典ヲ支持スル趣意デ毎年金上拾圓以上ヲ醸出Xル者ヲ維持會員

　トスル

第七條　一時金壱百圓以上ヲ寄附スル者及ビ総會二軍テ特二推挙セラレタ者ヲ名

　轡會員ト～〉〈ル

第八條此ノ會ノ役員ハ次ノ通り

　戸長　一名　　副會長　一名　　會計監督　　一名　　幹事　二名　　會計　一名

　船長ト副會長凹面計監督トノ、総會デ選學セラレルモノデ任期ノ・ニケ年　幹事ト

　會計トノ・會長ノ指名デ任期一ケ年

第九條此ノ會二評議員若干名ヲ置キ役員ノ相談相手トナノレ

天界第百四十一號躍籍毫葦‡：il三‡竪膿響

編輯兼登行者　京都帝二大學内‘振替貯金口座大阪5676の
印　　刷　　所　京都市中京匿柳馬場三條南入

印　　刷　　者　京都市申京曄柳馬場三朔結入

萱捌酬霧瀦麟緻1の3　憤

二二金滲拾鍍
　　　　　　郵税金萱鍍

天女同郷禽（代表者Lk1〈一浩）

株式會就似玉堂（電本426・427．4501）
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第 四 版
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P星圖
　　　　本多大牟田支部幹事　　　　本會艇長　理學博士

　　　　古賀和吉氏作　　　山本一清氏校訂
　肉眼で星を見るためにも，望遠鏡で観測するためにも，星圖が必要であ

ることは言ふまでもなVb．我が國の各地に星を見る人々が増すにつれ，近

年はいよいよ亭亭の要求が大きくなって來た・本會ij・　11の簡易星圖は此

等の要求に目する最初のものであるが，天文趣味に少しく進んで行った人

は皆「も少し詳しい星圖が欲しい」と言はれる。本會は創立の頃，會員古賀

氏が作った古賀恒星圓なるものを磯即して其要求に躍iじた．以後版を重ね

て現在四版に及んで居る，其出版に際して山本教授の手によって多少の改

訂が施され，版のデザインや印刷も幾らか改められ，美的で，清楚で，携

帯に便利なものとなった．

　此の圖は，壁に掛けても好し，観測帳のページの間に挾んでも好し，折

り込んでアトラスとしても好し，　　實に，何にでも癒用できるものにな

った．慣格も初版の五分の一である．

　今や，肉眼星団の完令なものとしては，疵の星圖が我が國に唯一のもの

である．書かれてある星の数4300個．星雲や星圖なども，主なものは皆含

まれてみる．

　　　　憤50銭　　蓬料2銭　（筒入小包蓬料10銭）

改　1E第六版

簡 易 星 圖

大きさ40センチ×50センチ，肉眼恒星約1000個．

一枚金十銭（逡　料　共》
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